










































11 ● PART 1　家族の「保護・支援」に潜む危険性
ればならない」が提案されました。それは、家族内での助け合いの義務化につながる規定を憲法に盛り込むことを意味するものでした。　
憲法とは公権力の暴走を防ぐために存



























あります。これは、２００６年の改定時に新設されたものです。同条１項は、①子の教育の第一義的責任者が父母その他保護者であることを規定するとともに、努力義務として、②これら 者が生活必要な習慣を子 身につけさせることまた子の自立心の育成と心身の発達を図ることを求めています。それを受け 同条２項は、国や地方自治体 対して、保護者に学習の機会を提供する等の家庭教育支援に必要な施策を講じるこ を努力義務として求めています。　
では、家庭教育支援法案素案１条のな
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かで言及されている教育基本法の精神とは、単純に同法
10条だけを意味すると解
してもいいのでしょうか。この点については、注意が必要 す。なぜなら、教育基本法 ２００６年の改定時に、教育目標の一つと て「伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する」こと（２条５号前半） 導入さ









































強い愛国心が備わった従順な臣民をつくるための皇民化教育等により支えきまし 。家制度や夫権もまたそうした体制を支えるしくみの一つでし 。この観点から家制度・夫権の廃止の意義を考えると、それが愛国心 強制をともな軍事主義の否定にあると解することがきます。
24条が平和主義を支える柱であ
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2014年 春・夏  123号
特集 歴史に学ぶ
	 戦争体制はいかにつくられたか
いつか来た道を歩まないために。
1930年代、どのように戦争体制が形成されたのか、
人々がどのように戦争協力をしていったのかをみる。
〔PART １〕 〈銃後の女〉への動員
〔PART ２〕 メディアの戦争協力と「大衆」
〔PART ３〕 思想統制と愛国心
